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当科では旭川医大と大部分の関連施設の皮膚病理組織診断を教室内でおこなっ

てい 

る。開設当初に比べて郡部の検体数の増加が著しく、近年では年間 2000 件余り

のうち 

郡部が約８０％と、地域医療に貢献している。また具体例を提示して皮膚科医

が病理 

診断をすることの意義を確認するため、47 歳女性の顔面に生じた DLE を報告す

る。病 

理医により悪性リンパ腫と診断とされ、電子線照射をうけ悪化した。我々の病

理診断 

は DLE であった。 
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